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バイオクロッギング

1. バイオクロッギングとは、長期間の飽和浸透に
おいて、土壌微生物が増殖し、微生物細胞お
よび代謝生成物質による土壌間隙の目詰まり
によって、飽和透水係数が低下する現象。

2. 現場では
・畜産排水のため池 (Preul, 1968)
・灌漑水路 (Ragusa et al., 1994)
・貯水池 (Ahmad et al., 1996)
・クレイライナー (Kamon et al., 2002)
・バイオバリア (花田ら, 次の発表)



温度依存性

1. 微生物の活性は温度条件に影響される。

2. 温度がバイオクロッギングに及ぼす影響は？
23℃と1.5℃における浸透実験 (Guputa and 
Swartzendruber, 1962)

3. 浸透速度の季節変動
夏＞冬 (Constantz et al., 1994, Cerda, 1999, 
Basher and Ross, 2001)
夏＜冬 (Battikhi and Suleiman, 1999)



研究の目的

温度条件がバイオクロッギングを原因
とする透水係数低下に与える影響を明
らかにすること



実験条件

温度 １５，２０，２５，３０℃

浸透期間 ４、７、１０日間連続浸透

供試土壌 豊浦砂 (ρd = 1.52 Mg m-3)

浸透溶液 100ppm グルコース水溶液

フラックス
2.55 ×10-5 m s-1（要旨訂
正）
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・透水係数

・有機物量

・微生物数
糸状菌

細菌

強熱減量法

希釈平板法

測定項目



透水係数の変化
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温度と透水係数変化速度の関係
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浸透期間と上層の有機物量（強熱減
量)
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7日間連続浸透における温度と有機物量
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有機物量と相対透水係数との関係
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細菌 糸状菌

浸透期間とカラム上層の微生物数



7日間連続浸透における微生物数
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細菌
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Davidson et al. (2003): Study of temperature-growth interactions of entomopathogenic fungi 
with potential for control of Varroa destructor (Acari: Mesostigmata) using a nonlinear 
model of poikilotherm development. Journal of Applied Microbiology 94(5): 816-825.



バイオクロッギングと糸状菌に関する
既往の研究

1. 細菌によるバイオクロッギング研究例が多い。
2. 関東ロームに栄養水を連続的に飽和浸透した
とき、表面1cmにおいて飽和透水係数が2オー
ダー低下し、その部位では細菌数は増加しな
かったが糸状菌数が増加した。(Seki et al., 
1996)

3. 細菌殺菌剤を流して糸状菌のみを増殖させた
ときに、細菌、糸状菌を増殖させた場合と同様
の透水係数低下が観察された。(Seki et al., 
1998)



結論

1. バイオクロッギングを原因とする土壌の透水性
低下は温度依存性があり、25℃で透水係数低
下速度が最大となった。

2. 有機物量の増加は25℃で最大となり、有機物増
加量と透水係数低下の間には相関が見られた。

3. 細菌数の増加は30℃で最大となった。糸状菌数
の増加は25℃で最大となり、透水係数低下と同
様の傾向を示した。


